
最近のシャンソン情報№４９の２（２０１０VdM詳報）
 ・２０１０年レ　ヴィクトワール　ド　ラ　ミュージック詳報　　　　　　２０１０．３
　２０１０年レ　ヴィクトワール　ド　ラ　ミュージックLes victoires de la musique（VdM)の授賞式は３月６日（土）パリのゼニットで行われた。その詳報です。
1． 特別賞の授与：モラーヌらによりアズナヴールのヒット曲がメドレーで歌われた後、Frédéric Mitterrandフレデリック・ミッテラン文化相からアズナヴールに特別賞が授与された。
　ミッテラン文化相の挨拶：我々は皆多くのアズナヴールのシャンソンを思い出として持っている。誰かを愛していたとき、失望していたとき、その時々にアズナヴールの曲を歌っていた。例えば私は「Je m’voyais déjà／希望に満ちて」を歌っていた、もちろん文化大臣になる前に。大臣になってからは諸問題を解決するために「Il faut savoir／それがわかれば」を。それに「Comme ils dissent／人々が言うように」を歌う人もいるだろうし、ヴェニスに行けば「Que c’est triste Venise／悲しみのヴェニス」を思い出す。「Et portentやはり」彼は「For me formidable／フォーミ、フォルミダブル」な人物。それに彼はアメリカのアーティスト協会から「世紀のアーティスト」に選ばれている。（アズナヴールの声あり、「前世紀の」）そんな快挙はフランス人で唯一だ。
　アズナヴールの挨拶：　皆さんご存じでしょうか、私は頂けるものなら何でももらう主義です。それは最初の一つをもらうまでにそれこそ長い長い時間が掛かったという経験があるからです。この数年来、アラン・スーションやフランシス・カブレルに続く、若く、優れた多くの歌手が出てきたことを心強く思っている。今いろいろ批判されている若い歌手に言いたい。絶対に負けないこと。歌の世界に正しいのものなんて何もない。自分の中の持っているものが大事。自分が思っていることを信じるが大切なのだと。
2． 女性歌手賞：
４人の候補者がそれぞれのヒット曲を歌った後に受賞者が発表された。

・受賞者はOlivia Ruizオリヴィア・ルイズ。

ルイズの挨拶：これが３つ目のVdMだが、この受賞は夢にも思っていなかった。ブルキナーファソで人道活動を行っている弟のアントワヌ、両親、祖父母に感謝したい。まだ私の側にいて下さい。私にはあなた方が必要です。今の私は嬉し涙で顔を上げられない状態。
3． Stevie Wanderスティーヴィー・ワンダーにアズナヴールから特別賞の授与、この日エリゼ宮でジャック・ラング元文化

大臣立ち会いのもと、現ミッテラン文化大臣からフランス芸術文化勲章最高章コマンドール賞を受章したワンダーは勲章を胸にステージに登場、会場では全員が立ち上がって迎える。ピアノの前に座ったワンダーは１５分にわたって持ち歌のヒット曲をメドレーで。そして、「決して我々の責任を忘れないように。それは家族を結集させること。家族とは、黒人も、白人も、褐色な人も、黄色な人もすべての人が集まるところ。音楽はその統合の鍵になる。」と語る。
アズナヴールの挨拶（英語とフランス語で）：Dear Stevie Wander！あなたの限りない才能、長年の功績に対し、この賞を贈ります。今日あなたに出演して頂いたことは我々にとって無上の喜びであり、名誉なことです。
ワンダーの挨拶：Merci beaucoup！私はフランスが、パリが好き。素晴らしいプレゼントを頂いた。
そのあと、幼少の頃から目の不自由なワンダー、「よく見させて下さい。」とサングラスを外してVdMのトロフィーに顔を近づけた。サングラスを外すことが今までにあったのだろうか。
　　
4． 一般が選ぶ新人賞：　
Grégoire　グレゴワールが「Toi+Moi／君＋僕」を、Pony Pony Run Run  ポニ　ポニ　ラン　ランが「Hey you」［会場の雰囲気の飲まれたのか音程のずれなどが目立ったが］を歌った後受賞者が発表された。
・受賞者Pony Pony Run Run  ポニ　ポニ　ラン　ランは２００５年ナントで結成された兄弟とその友人の３人によるポップ・ロックグループ
受賞の挨拶：まず投票してくれた方々にお礼が言いたい。皆さんの支持によってこの賞を受けることができた。
５．ヴィデオクリップ賞：
・受賞はOlivia Ruizオリヴィア・ルイズの「Elle panique／彼女はパニクっている」。監督はヴァレリー・ピルソンValérie Pirson、ピルソンはルイズの最初のヒット曲「La femme chocolat／チョコレート女」のクリップの監督でもある。

　　ヴァレリー・ピルソンの挨拶：クリップに出演してくれたすべての人に感謝したい。製作作業は楽しかった。
ルイズの挨拶：ブラヴォーヴァレリー！あなたはこの賞を受けるに十分値する。「La femme chocolat」も一緒に作ったけれど私たちの意見をよく聞いてくれた。・・・女性歌手賞受賞の際には名を挙げなかったけれど、一番重要な人、恋人のMathias Malzieuマティアス・マルジューにも礼を言いたい。いつも力を貸してくれてMerci beaucoup！［ロックグループDionysosディオニゾスのメンバーであるMalzieuは「Les crêpes aux champignons」、「Elle panique」ほかアルバム「Miss Météores」に収められた曲の大部分につき作曲をしている］
5． Hugues Aufrayユーグ・オーフレにDaniela Luｍbrosoダニエラ・ランブロゾから特別賞の授与
ステージの登場したオーフレは受賞の前に「Dans le soufflé du vent：Blowin’in the wind／風に吹かれて」をHugh Coltmanとのデュオで歌う。
ランブロゾの挨拶：この賞を受けた喜びはBob Dylanと共有することだろう。
オーフレの挨拶：Bob Dylanに感謝することはもちろん。［オーフレの最新アルバム「New Yorker」（最近のシャンソン情報№４５）に参加した歌手の名を挙げ］賞を受けたのはユーグ・オーフレだが、みんなの協力のお陰、みんなに感謝。
6． 新人アルバム賞：
候補に上ったもののうち、Yodeliceヨデリスがアルバム「Tree of Life」から「Sunday with a flue」を、Revolverルヴォ
ルヴェが「Misic for a While」から「Get around town」を、Archimèdeが「Archimède」から「L’été revient／夏が戻ってきた」を歌った後に受賞者が発表された。
・受賞はYodeliceヨデリスの「Tree of Life」。ヨデリスは１９７９年生まれ、９歳で最初の曲を作った。プロデューサー、作曲家から歌手に。０６年最初のアルバム。０７年には伴侶であったJeniferジェニフェールのアルバム「Lunatique」を製作。
Yodeliceの挨拶：大いに感激している。ステージを共にしている同僚たちとこの賞を分かち合いたい。心からありがとう。
７．Alain Bashungアラン・バッシュング追悼・・

バッシュングは０９年のVdMで４部門にノミネートされ「男性歌手賞」、「シャンソンアルバム賞」、「スペクタクル／ツアー／コンサート賞」の３賞を受賞したが、受賞から２週間後の３月１４日死去。バッシュングに詩を提供した作詞家の一人たJean Fauqueジャン・フォークが、バッシュングが歌う「Residents de la République／共和国の住民」の映像をバックに追悼の辞を述べた。
８．男性歌手賞：
・受賞者Benjamin Biolay　バンジャマン・ビオレ。

ビオレの挨拶：この賞を受けたことに感激している。受賞の前にアラン・バッシュングの遺影を見ていて感動を覚えた。私がバッシュングの次ぎにこの賞を受けることに正当性があるかと感じている。１年前にはこの式をテレビで見ていた。そして自分にこのような機会が来ようとは思っていなかった。私を援助してくれた人々、家族に感謝する。
９．アーバンミュージックアルバム賞：
・受賞はOxmo Puccinoの「L'Arme de paix／平和の武器」。オクシモ・プッチノは１９７４年マリ生まれのラップ歌手、エレガントで美しい旋律が持ち味、詩は推敲を重ね丹念に仕上げている。「Black Jacques Brel」とも呼ばれている。
受賞後アルバムから「Soleil du Nord／北の太陽」を披露
１０．音楽DVD賞：
・受賞はAlain Bashungの「Alain Bashung à l'Olympia／オランピアのアラン・バッシュング」。０９年３月１４日に亡くなったバッシュングの１２個目のVdM、これは自身の１１個を超え最多。
１１．シャンソン／ヴァリエテアルバム賞：
　　　　Mエムが候補になっているアルバムから「Mister Mystère／ミスター　ミステール」を、エレキギターを弾きながら、会場を駆け回りながら、客席にまで入って歌った後に受賞者が発表された。
・受賞はBenjamin Biolayバンジャマン・ビオレの「La Superbe／尊大」。

ビオレの挨拶：シャルロット・ゲンズブールのアルバムは大好きだし、ノミネートはされなかったがエミリー・シモンやディアムスのアルバムも素晴らしいと思っているので、この受賞に忸怩たる思いがする。それでも受賞は心から嬉しい。
１２．ポップ／ロックアルバム賞：
　受賞はIziaイジアの「Izia」、０９年は兄のArthur Hがこの賞を受けている。イジアは嬉しさの余りか大きな声で「putain；ピュタン」、「putain」を連発。［putainは驚き、怒りなどを表す間投詞としても用いられるが、もともと「娼婦」を意味していたので］この若い女性のこの連発に眉をひそめた人も多かった。受賞後アルバムから「Let me alone」を歌う。
１３．スペクタクル／ツアー／コンサート賞：
　受賞はJohnny Hallydayジョニー・アリディの「Tour６６／６６ツアー」、アリディはこれが８つ目のVdM。静養中で欠席したジョニーはロスで録画されたメセージで「今夜は皆さんご存じの理由で出席できません。わたしはあなた方と共に素晴らしいときを、今私が置かれているような辛いときを過ごしてきた。いつも応援して頂いていることに感謝します。Je vous aime!　では近いうちに。」
１４．ワールドミュージックアルバム賞：
  受賞はSalif Keitaサリフ・ケイタの「La Différence／違い」。ケイタは１９４９年生まれ、マリ出身、４０年のキャリアを持つシンガーソングライターでミュージシャン。受賞後「La Différence」を歌う。
１５．新人ステージ賞：  

　   候補者の Ariane Moffattアリアンヌ・モファットが「Je veux tout／私はすべてが欲しい」を、Shaka Ponkシャカ・ポンクが「How we kill stars」を歌った後受賞者が発表された。
・受賞者はIzia。
１６.エレキ／ダンスミュージック賞：
・受賞はBirdy Nam Namビルディ　ナン　ナンの「Manual for Successful Rioting」、ビルディ　ナン　ナンは０２年に結成された男性４人組のエレキグループ。ネクタイを締めての登場は初めて。受賞後「Love your Enemy」を演奏。
　
２０．オリジナルシャンソン賞：授賞式の間のTV、ラジオ視聴者の投票により決定　
・受賞はCœur de Pirateクール　ド　ピラトの「Comme des enfants／子供たちのように」、クール　ド　ピラトは本名の「Béatrice Martin　ベアトリス・マルタン」で紹介されている。この賞は作詞者、作曲者、歌手の３人に与えられるが、「Comme des enfants」は彼女の作詞、作曲、歌によるものだから３つのトロフィーが与えられた。
クール　ド　ピラトの挨拶：まず両親に感謝、小さい頃からピアノを習う機会を与えてくれて。（喜びの涙を流しながらユーモアも忘れずに）前の彼に感謝します、私を捨てたことを。それが私にいい曲を作る力を与えてくれたから。

授賞式の最後はクール　ド　ピラトによる受賞曲「Comme des enfants」のピアノの弾き語り。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　以上

